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　暑中お見舞い申し上げます。

　選挙選挙と気がせく中で、ついこの間新年のご挨拶をした、そして、4月の統一地方選、明けても

暮れても選挙選挙。皆様のおかげさまでやっと当選確実の知らせは、開票日の夜、日の変わる頃でし

た。気がついてみれば、今回の選挙、万歳の一枚の写真も残っていません。支えていただいた方全員

で遮二無二の選挙戦であったことが伺えます。そして・・・

　ほっとしたのも束の間、5月の県議会召集会議に於いて、滋賀県議会第95代議長に就任することになりました。滋賀県議会

初の女性議長の誕生と、もう、口から心臓が飛び出そうでしたが、多くのご指導を得ながら一日一日精一杯、登りついて職

責を果たしています。

　6月定例会議に於いては、請願・意見書において可否同数につき議長採決という判断を下すことになりました。重責に押し

潰されそうになりながらも、貴重な経験を積ませていただいております。議長としてはあくまで中立、選挙という厳しい洗

礼を受けて意欲一杯の議員の皆さんに議論しやすい環境づくりに努め、議会の活性化に努めてまいります。なお一層のご指

導をお願い申し上げます。

6月定例会議

5月召集会議

　自転車の違反者に講習を義務付ける改正道路交通法
が、本年６月１日に施行されました。
　しかしながら自転車を取り巻く道路事情等について
現状の実態にそぐわない点も見受けられることから、
自転車の通行方法について質問いたします。
　自転車は歩道を走行してはいけないとされています
が、例外として
　（１）「自転車通行可」の道路標識または「普通自
　　　転車通行指定部分」の道路標示がある歩道を通
　　　るとき
　（２）運転者が13歳未満もしくは70歳以上、また
　　　は身体に障害を負っている場合
　（３）安全のためやむを得ない場合　と記されてい
　　　ます。
　（１・２）は理解できるのですが、最後の「安全の
　　　ためやむを得ない場合」というのは、自転車を
　　　乗る人も、取り締まる側も各々によって判断基
　　　準がかなり違うと考えますが、どう線引きをし
　　　たら良いのでしょうか。

答　自転車の通行方法についてお答え致します。
　普通自転車、いわゆる通常使用されている自転車が

歩道通行できる条件のひとつとして、道路交通法で、「車道
または交通の状況に照らして、通行の安全を確保するため
に、普通自転車が歩道を通行することがやむを得ないと認め
られるとき」と規定されております。              
　自転車は、車道の左側通行が原則ではあるものの、自転車
道など整備された道路のない本県においては、やみくもに歩
道から危険な車道へと通行を押し付ける訳にはまいりませ
ん。
　そこで、自動車の交通量が多く、車道が狭いために自動車
との接触事故の危険があるなどの場合には自転車の歩道通行
を認めております。
　ただし、そのような場合であっても歩道は歩行者が最優先
で、徐行しない自転車や、一時停止をせずに歩行者の通行を
妨害するような危険な走行をする自転車があれば指導･警告を
行います。
　警察といたしましては、自転車利用
者に対し、歩行者と衝突した場合には
加害者となるということから、歩道に
おける歩行者優先ルールなど自転車の
正しい乗り方の普及啓発活動を推進を
してまいります。
 

・・・会派代表質問から   改正道路交通法について 警察本部長にお尋ねいたします。
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